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華
岡
青
洲
は
、
宝
暦
十
年
に
紀
州
藩
上
那
賀
郡
名
手
荘
西
野
山

村
平
山
で
生
を
享
け
た
。
天
明
二
年
か
ら
天
明
五
年
に
か
け
て
、

京
都
に
遊
学
し
、
古
方
医
学
派
の
大
家
で
あ
る
吉
益
南
涯
と
和
藺

流
（
カ
ス
パ
ル
流
）
外
科
医
の
大
和
見
立
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
、

紀
州
へ
帰
郷
し
、
研
讃
を
重
ね
て
文
化
元
年
十
月
十
三
日
世
界
に

先
駆
け
、
麻
沸
散
を
用
い
て
全
身
麻
酔
下
乳
癌
摘
出
術
を
施
行
し

た
こ
と
で
日
本
国
中
に
名
前
が
知
ら
れ
、
多
く
の
門
下
生
を
指
導

し
た
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
た
「
丸
散
便
覧
序
」
は
、
寛
政
二
年

に
青
洲
自
身
で
著
述
し
た
こ
と
が
そ
の
序
文
か
ら
わ
か
る
。

丸
散
便
覧
は
青
洲
が
師
事
し
た
吉
益
南
涯
と
そ
の
父
吉
益
東
洞

の
提
唱
し
た
萬
病
一
毒
の
説
・
気
血
水
の
学
説
に
則
っ
た
古
方
医

学
派
の
便
覧
を
青
洲
が
自
分
自
身
の
学
説
に
則
り
、
書
き
改
め
た

も
の
で
あ
る
。
丸
散
便
覧
の
門
人
伝
書
本
は
、
高
橋
震
氏
が
所
蔵

し
て
い
る
。
こ
の
書
物
に
は
、
青
洲
の
門
人
が
書
写
し
た
華
岡
青

23

華
岡
青
洲
自
筆
「
丸
散
便
覧
序
」
高
橋
均

洲
撰
の
序
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
自
筆
本
と
全
く
同
様
で

あ
り
、
寛
政
二
年
、
庚
戌
、
九
月
望
の
期
日
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、

門
人
が
広
く
こ
の
書
物
を
華
岡
流
の
医
術
害
と
し
て
伝
害
し
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
自
筆
本
を
発
見
さ
れ
た
宗
田
一
氏
に
よ

る
と
、
丸
散
便
覧
の
序
文
は
、
天
保
十
年
と
筆
写
さ
れ
た
書
物
も

あ
り
、
一
部
の
伝
言
本
で
は
寛
政
二
年
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
自
筆
本
の
出
現
に
よ
り
、
華
岡
青
洲
が
著
述
を
行
っ
た
の

が
、
寛
政
二
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

丸
散
便
覧
の
著
述
を
行
っ
た
頃
の
春
林
軒
塾
の
門
人
は
、
春
林

軒
門
人
姓
名
録
（
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
所
蔵
）
に
よ
る
と
、
父
直

道
（
二
代
随
賢
）
時
代
か
ら
の
門
人
を
除
く
と
、
天
明
二
年
に
入
門

し
た
中
川
脩
亭
、
寛
政
元
年
に
入
門
し
た
楠
又
一
、
寛
政
二
年
に

入
門
し
た
湯
浅
養
玄
の
三
名
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
中
川
脩

亭
は
、
青
洲
の
門
人
と
い
う
よ
り
、
友
人
に
近
い
存
在
で
あ
っ
た
。

青
洲
の
麻
酔
薬
研
究
に
は
、
中
川
脩
亭
の
協
力
は
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
り
、
麻
酔
薬
の
研
究
過
程
の
わ
か
る
著
述
で
あ
る

「
禁
方
拾
録
」
（
寛
政
三
年
）
も
青
洲
の
口
述
内
容
を
彼
が
筆
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
川
脩
亭
自
身
の
著
述
で
あ
る
麻
薬
考
に
は
、

華
岡
青
洲
が
ど
の
よ
う
に
し
て
麻
沸
散
を
開
発
し
た
か
の
過
程
が
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序
」
で
青
洲
が
（

と
考
え
ら
れ
る
。

明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
華
岡
青
洲
の
麻
酔
薬
の
研
究
は
、
寛
政

三
年
か
ら
八
年
に
わ
た
り
、
青
洲
の
三
十
二
歳
か
ら
三
十
七
歳
で

あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
麻
沸
散
は
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
近
づ

い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
丸
散
便
覧

序
」
で
青
洲
が
の
べ
て
い
る
一
友
人
と
は
こ
の
中
川
脩
亭
の
こ
と

「
丸
散
便
覧
序
」
は
、
薬
の
使
用
法
や
病
の
治
療
法
に
関
す
る

胄
洲
自
身
の
考
え
方
が
表
れ
て
お
り
、
誠
に
興
味
深
い
。
た
だ
し
、

こ
の
書
物
も
刊
本
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
門
人
の
筆
録
で
筆
写
本

と
し
て
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
門
人
は
、
華
岡
青
洲
の

丸
薬
と
散
薬
の
使
用
法
を
記
し
た
丸
散
便
覧
の
部
分
は
筆
写
し
て

い
る
が
、
序
文
の
部
分
の
筆
写
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
私

は
、
青
洲
自
身
の
言
葉
で
記
述
さ
れ
た
序
文
の
部
分
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
現
代
文
に
翻
訳
し
た
論
考
を
読
み

解
く
と
、
華
岡
冑
洲
の
薬
物
の
処
方
に
関
す
る
考
え
方
が
わ
か

り
、
か
れ
が
提
唱
し
た
内
外
合
一
・
活
物
窮
理
の
学
説
が
眼
前
に

み
え
て
く
る
。
そ
し
て
、
庶
民
に
尊
敬
さ
れ
る
名
医
と
し
て
育
つ

に
は
、
ど
の
よ
う
に
医
療
を
行
え
ば
よ
い
か
が
わ
か
る
。
現
在
の

わ
れ
わ
れ
も
、
医
聖
華
岡
青
洲
に
近
づ
け
る
よ
う
、
彼
の
言
葉
を

胸
に
刻
み
込
む
必
要
が
あ
る
。

（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
）


